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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委7一！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6画霜開発委員会《翻餓職鞭ぎ

四時∫犠二三罎241的ド

腸所宇宙麟委購縮ノ．’
謡慰（・）鰭宙蝉和利用委員会について

　　　　　　　　①法律小委画会

　　　　．　　　　②　科学技術小委二会

　　　　　　　（2）気象解緬縫畔マいて・

艦　資　料．．

　　委6一／『第4回翻三論鞭旨　　’

　　委計2第5回忌餓講鮨…引・
　　委6－3　　享宙法鎗小委員会にういて

　’委6－4．、気象衛星に関する海外讃査計画概要

　　　　　　　　一気象衛星計画論査団

よ　出席者　　　　　　　’

　　　強球開発委員会委負　　　　山県昌夫
　　　　　　“　　　　　　　　　　　聖　網　島　　　毅’

　　　　　　“　一．　　　　　　　　吉識雅夫

　　　　’　〃　　　『　　　　　　八，藤東回
　　“説明者

　　　馬蝉搬∫　」　．山本草
　　　　　　　　　　，　　　　／

r

　関係省庁職黒馬

　　科学技術庁研究訥整局宇宙開発参事官　　市

　　　　ダ　．　　’　〃　宇宙開発課長　　　野

　　文部省大学学術局審議官犬

　　遍商醗一面局次長。，　和

　　運輸省大臣官房参事官　　　　　　　　　原

　　気象庁総弓長　　　　　戸

概保安庁締賑巳

　　郵政各電波監理局審議官太

　　建設大臣官房技術参事．窟　　　　　　　　増．

　事務局
　　科学技術庁研究調整高宇宙企画課長

6　議事要旨　　　　　　　　　　　　　．

　（1）第4回および第5回忌委貴会講事要旨

（2）国連宇蜜空間平和利用委負会について

　　①法律小委語漏

　澱踵攣
　口　／一節・

　丸　・琿
　　フ（代理：鈴木）

　甲敏信
　’1代：理；：角南）、

　田’昇奉右

　1代理：池田）

　原　　亀明

　‘代理：高谷）

　　　　　毅

　（代埋：杉本）

　　原　幹　夫

（代理琳　！

　　岡　康，治

　1代理：出田）

園　山　重　道池

下姻瀧ぴ第5回本四三会の講要旨力ζ綿された・

、山本草二成渓大学教授から第1！会期法律小委負会にまヂ

いてソ連提案の月条約について、遂条審講が進められ、また

●

●

ノ



／

　　　　　仏国・カナダ共同提案の宇宙飛行物体の登録条約について確討力1

　　　　準めらμだこと等に？いて説明があった。『この後以下のよちな質

　　　　　疑応答が行なわれ左。

　　　　　八藤：月に回するミ・ツ：シヨンの事前通報につ姶て合意に達してい　一

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　，るか。　　　　　　　　…
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　山本：まだ完全な形では、きまっていない。・
一　　　　　　　　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

一一 @　　　　　ソ三二一般的に反対を表明して玲るが、環境破壊に関係する

　　　　　　　三三についての事前逓職については同意する可能性もある。

’、 u：月面上の融に㍗下の三三三子暑はどらなってゆ・

　　　　　山本：月面上の沽甥における損害は・．丹碕上の沽鋤を行なう周は一－

　　　　　　　権されるため三輪駅鮒る願1的礁過失難膝
　　　　　　！
　　　　　　　と異なり、過失旧任主義とされたがYソ連の主張も入れて、

　　●　　’力曙都民失のないことを額ゴす恥いう挙証紐の轍を

　　　　　　　園ることとなった。　　　　　　　1

　　　　　　　ノ　　　　　八藤：月条約の条文は確定したものとなったのか。
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　’山本：資漂配分に関する規定をはじめまだ多くの個所が「カツコ，
ノ

　　　　　　　づき」であり確定したものとはなっていない。

　　　　　～
　　　　　山県：月条約の審議でも宇宙開発の平和の定義が議論されたよう

　　　　　　　だが、ここでいう「平和」と欄内法に規定する平和原則とは

　　　　　　　どのような関係になるのか◎

　　　　　　　　　　　　、

　山本1国内法の規定については、国際法の規定どは別に定義すべ

　　　きものである。

　　　月条約など暢合宿・牽ソ等が・通常兵器の糊をどのよ

　　　ちに考えるかによって「平和」の内容も左右される傾向があ

　　　ρ調内灘つ呼は・これらρ鰍を参考贈る幸し魚

　　　各国が独：自に’定義することになる。　　　　　　　　　　　”

鶴澄鎌緬対象の嘩軍事醒は入るのか・吹．

山本：「物体1碇勲蘭は騒が一応含めるζ⑳騨隙

　　　討が進あられている。

　山県：月の共有財産（Common　Heri七age．）という秦につい・

．　　て日本の考え方はζう一か。　圏

麟：わ梱卿歯して綱案破持すること徹つ輝・親

　　　と虞は、心隈灘鮪財産の概念は船ので心的にはジ

　　　連案が正しいと思う。　、　　．　　　　　　　　　ぐ

　　　②　科学技術小委貴会　　　　’　　　　　・－一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　科学技術庁研究論整局野口節宇宙開発諜長から科学技

　　　　術小委直会蔚よび資源梁査衛星ワーキンググループにおけ

　　　　る審議状況について説明1があった。　　　　　　　曾

　　（3）気象衛畢計画調査団照ついて．

　　　　’事務局から気象衛星計画調査団の派遣とその概要について

　　　説明があったのち同縫団の団長℃ある網島三景からあ姶ポ

　　　つがあった。　　　　　　　’　ケ　　　　　　ご、

／

●

●
．
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鵬玖ケ惚一ノ嚇しいので麟団員が頒し飾弓晦だ

　　るζとになろうげ　ノー膠　，・『一，’　　－，
　サ　　　　　　　　　　　ノ　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コし　　　

　　、最重点三三、GAR・Pへの参加を決定す腸合・V一工SSR

…をどちナるかkあり、サンタ1バーバラ社およびエンジン・

　・マトラL社のVエ、SSRについての麺査を行なって一きた》ヤ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　ま株継の紛の多い調ρ縫なので謬わ娠齢あ

｝翻青織畝その蝉嫌）16　＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委フーし

　　　宇宙開発委員会技術部会

　　　　　　　　　　…報　　　告

　　　　（昭和46年度1～2月期ロケット打上げ実験の評価について）

◎

　　　　　　　　　昭和47年5月29日

　　　　　　　宇宙開発委員会技術部会



●

　　　　　　　　　　　ま　　え　　が　　き

　　　宇宙開発委員会技術部会は第一分科会において、宇宙開発事業

　　団が行なった第5回ロケ閉ト打上げ実験の結果を評価するために

　　必要な技術的事項について調査審議を行なった。

○　　今回の調査審議は・宇宙開発事業団が行なったNロケットの開

　　発に密接な関係を持つJCR－7号機の打上げ実験の結果を対象

　　にし昭和47年5月1日以来、慎：重な調査審議を重ねてきたが、

　　このたびその結果をとりまとめたので報告する○

● ○



●

●

●

●

　　　　　　　　　　目　　　　　　次

1－JCR－7号機の打上げ実験……・．…．．・．・．・・．………．．

　α）実験の概要…………．．＿．＿＿＿＿＿．．＿．．＿＿＿＿．

（2）実験結果の分析・・…∴・＿．＿＿．．．．．．．．．．．．．＿．．．．＿＿．．．．

2・打上げ実験に対する意見………＿．．．．．．．．＿．．．＿，＿．．．．

参考1　昭和46年度1～2，月期ロケット打上げ実験

　　　　の評価について………・．＿．．．。．．．．＿．．＿．．．．．．．．．．．．

参考2　技術部会第一分科会構成員。＿．＿．．．＿．＿．．．．．＿．



●

●
・

　　　1．」CR－7号機の打上げ実鹸

　　　　（1）実験の概要

　　　　　（イ）実験の目的

　　　　　　　JCR－7号機の打上げ実験は、Nロケット用に開発

　　　　　　してきたPCM－PMテレメータ装置、2，600M耳zコ

●　　　　　マンド受信機の機能および性能を確認するとともに、ガ

　　　　　　スジェットによる制御試験を行ない、ロケットの制御技

　　　　　　術の開発に必要な資料を得ることを目的としたものであ

　　　　　　る○

　　　　　（ロ）JCR－7号機の概要

　　　　　　　」CR型ロケットは、人工衛星打上げ用ロケットに使

　　　　　　用するガスジェット制御技術を含む誘導制御技術論よび

　　　　　　搭載機器等の開発を目的とする2段式固体ロケットであ

●　　　　　り、」OR－7号機の形状澄よび諸元は、それぞれ三三

　　　　　　よぴ表に示すと診りである○

一1一
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諸　　　　　　．元
項　　　　　　　　目

’1　　　　段 2　　　　段

長　　　　さ　　　ω 5，4　6　3　　　　　　　　　　4，9　1　7

全　　　　長　　　‘㈹ 10．38
寸　　法 胴　　　　経　　　㈹ 0，506 0．42

翼　　　　幅　　　㈲
1
，
8
8
4
、 1．24

翼弦長（付根部γ㈲ 0．7 0．46

重　　量
各段重量（全備）（多ozウ L458一　‘“764
全重量（全備）（加r） 2．22

型　　　　　　　　　式 内面燃焼式三体ロケット推進薬

推　　　　進　　　　薬 ポリブタジヰン系コンポジット

推進薬重量（計切 0，937 0，321

エンジシ
推　進　薬　長：，㈲ 3，935． 1，700
総　推　力（七〇n－8θc） 214 73．2

平　均　推　力　（十七 11．4　’ ’4；8

燃　焼　時．間　（β♀c） ・　　　ユ8，8 ユ5．4

比　推　力（s功（8eφ 228 228
方　　　　　　　　　式 爆発ボルド（4本）、分離瓦プリング

分離装置：

時、　間　　設　　定 タイマ方式

電　　子　　機　　器

レーダトランスポンダ、追尾用ビーコン

乱M機、テレメータ送信機㍉エンコーダ、

Vグナ々コンディショち．ヲマンド受信

@、デコーダ

搭載機器

ジ　ャ　イ　ロ　機　器

レートジャイロ

tリージャイロ．

Cンバータ

制　　御　　機　　器 ガスジェット装置
ガスジェット装置

ｧ御電子機器

JCR－7号機の諸元表

’一 R一



の　実験の経過夢よび結果

　　発射時刻二昭和47年2，月6日　15時35分

　　打上げ場所　：宇宙開発事業団種子島宇宙センター

　　発　射　角　：上下角　73度

　　　　　　　　　方位角　94．5度

　　天　　　候　：小　雨

　　気　　　温：15℃

　　地上風：北西4m／sec、

　第1段ロケジトおよび第2段ロケットとも正常な飛しょ

づを続け、レーダの追尾データによれば第2段は発射後

210秒で最高高度約145臨に達し、発射後約385秒

で水平距離約350㎞の水域に着水した○

　今回はじめて搭載したPGM－PMテレメータ装置は、

正常に作動し、飛しょう、制御、環境等に関する全ての計

測項目のデータを得た。

　また野木レーダーヤンターに新設した2，600MHzコマ

ンド送信機とロケットに搭載した受信機とのリンク試験も

プログラムどおり行なわれた○

　さらに第1段ロール用ガスジェット装置：はシーケンスに
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，従って正常に作ゆレ、、第2段ロー！レ吊ガスジェット装置

は、第1段分離と同時にロール制御を開始し、ロールを

停止させた後定値制御を行なった。あやせで・・発射後

23秒かち64秒までの問にピッ天ヨー¢！ガスジェット

装置をプログラムに従って噴射させヒート2ヤイロ・迎え

角恒等によって機体の運動を計測し制御に必要なデータ

を得た。

（2）実験結果の分析

　　今回の」CR－7号機の打上げ実験に悪いては、PGM

　－PMテレメータ装置および2，600MHzコマンド受信機

　は正常に作動し、所期の機能、性能を発揮したことが確認

　されるとともに、ガスジェット装置はタイムシーケンスど

　回り作動し、制御に関する資料が得られて於り、所期の目

　的を達成したものと考える○

2，打上げ実験に対する意見

　今回のJCR－7号機については前記のと写り所期の目的

を達成することができた○

　　宇宙開発事業団は、この」CR－7号機の製作については、

　契約段階から、信頼性誇よび品質の確保のために基準とす

　　　　　　　　　　　　一5一一



べきものを作成し、これの適用を図る等、配慮して於り・こ

のような措置は、今回の打上げ実験にみられるよう、好結果

をもたらしている。

　今後とも、このような信頼性確保につ，いての経験と努力を

積み重ねていくことにより、大型ロケヅト打上げに：対する基

盤を強化する必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q ●

参　考　1

昭和46年度1～2月期ロケット打上げ

実験の評価について

昭和47年3．月22日

宇宙開発委員会

　昭和46年度1～2月期ロケット打上げ実験の結果を評価する

ため、次により調査審議を行なうものとする○

1．宇宙開発事業団が行なった第5回ロケット打上げ実験の結果

を評価するために必要な技術的事項について調査審議を行なう。

の
・ ● 2．1の調査審議は、技術部会に論いて行：ない、昭和47年6月

末までに終えることを目途とする○

　　1　’　e
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参　考　2

　　　　　技術部会第一分科会構成員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順）

分科会長佐貫亦男日本大学理工学部教授

　　　　　石　1由　　　享　郵政省電波研究所鹿島支所長

　　　　喝内㌣由　茂　男　名古屋大学工学部教授

　　　　　黒　田・泰弘　宇宙開発事業団システム計画部長

　　　　　河　郵　哲弔夫　郵政省電波研究所所長

　　　　　斉藤‘成文東京大章生産技術研究所教授

　　　　　松浦町早事宙開発事業団副理事長

　　　　　村　松　金・也．宇宙開肇事業団追跡部長

　　　　　森　　　大吉郎　東京大学宇宙航空研究所教授

　　　　　山　内　正　男　科学技術庁航空宇宙技術研究所

　　　　　　　　　　　　　所長

　　　　　和田正信東北大学工学部教授
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